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思
春
期
の
思
い
を
率
直
に

十
一
月
十
二
日
、
「
何
を
考
え
、
何
を
求
め
て
い
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
二
回
「
中

学
生
の
主
張
」
大
会
が
木
幡
中
学
校
で
開
か
れ
、
五
丁
由
香
子
さ
ん
（
宇
治
中
二
年
）
ら

十
六
人
が
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
宇
治
市
の
教
育
委
員
会
、
連
合
育
友
会
、

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
青
少
年
問
題
が
社
会
的
課
題
と
な
っ

て
い
る
今
日
、
市
内
の
中
学
生
が
互
い
に
意
見
を
発
表
し
合
い
交
流
す
る
機
会
を
設
け
る

と
と
も
に
、
保
護
者
・
市
民
の
中
学
生
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

発
表
は
持
ち
時
間
五
分
間
で
、

前
半
と
後
半
と
に
分
か
れ
、
八
人

ず
つ
恚
冪
展
開
。
主
張
内
容
も
、

人
生
を
自
分
の
力
で
切
り
開
く
自

覚
を
訴
え
た
も
の
、
学
校
内
で
の

人
間
関
係
や
友
人
の
大
切
さ
を
綴

っ
た
も
の
、
ま
た
将
来
の
自
己
の

襲
届
役
割
夕
強
く
意
識
し
た
も

の
、
公
害
・
医
療
・
平
和
な
ど
の

社
会
問
題
を
告
発
す
る
も
の
な
べ

さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。
そ
し
て
、
と

口
幻
け
中
学
生
の
立
場
か
ら
中
学▲壇上で、堂々と自分の意見を述べる中学生

生
自
身
の
貴
任
と
自
覚
を
啓
発
す

る
主
張
が
ま
と
ま
っ
て
み
ら
れ
た

こ
と
、
こ
れ
が
今
大
会
の
一
つ
の

特
徴
と
言
え
そ
う
で
す
。

け
じ
め
を
つ
け

甘
え
を
捨
て
る

ま
ず
、
宇
治
中
学
校
二
年
の
五

丁
由
香
子
さ
ん
は
、
今
の
生
活
が

っ
ま
ら
な
い
と
か
、
学
校
を
さ
ぼ

七
に
と
思
う
の
は
、
ぜ
い
た
く

で
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
。
世
Ｗ
的

に
み
て
日
本
は
物
心
両
面
と
瓶
恵

ま
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
そ
の
現

状
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、
毎
日
を

感
謝
の
心
と
真
剣
に
生
き
る
気
持

ち
を
も
っ
て
生
き
て
ゅ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
主
張
。

そ
し
て
、
西
沢
函
に
学
校
二
年

の
松
浦
美
夕
さ
ん
は
、
「
学
校
生
活

の
中
で
の
規
律
の
乱
れ
は
、
一
人

ひ
と
1
缶
気
夕
痔
ち
、
悪
い
こ

と
は
悪
い
と
互
い
に
注
意
し
、
正

し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
。
そ
拿
恚
こ
と
が
、
本
当

の
意
味
で
の
楽
し
い
学
校
牛
屈
を

送
る
た
め
の
基
本
と
な
る
こ
と
だ

と
思
う
」
と
訴
え
、
南
宇
治
中
学

校
二
年
の
上
村
博
幸
君
も
、
「
小
学

校
時
代
に
は
、
良
い
こ
と
は
良
い
、

悪
い
こ
と
は
悪
い
と
区
別
で
き
て

い
た
の
に
、
ふ
汪
お
互
い
の
こ
と

に
無
関
心
で
け
に
ゐ
が
っ
い
て
い

な
い
。
常
に
自
分
自
4
か
見
つ
め

て
い
く
と
同
時
に
、
回
り
の
人
に

も
目
か
尚
け
、
よ
く
な
い
行
い
は

注
意
を
し
た
り
、
注
意
が
で
き
な
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く
て
も
他
に
知
ら
哉
明
ら
か
に

し
て
い
け
る
集
団
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」
と
意
見

を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
宇
治
中
学

人
権
と
差
別

「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、

尊
厳
と
権
利
に
お
い
て
平
等
で

あ
る
」
―
昭
和
二
十
三
年
十
二

月
十
日
に
、
第
三
回
国
際
莫
に

総
会
で
採
択
さ
れ
た
人
権
に
関

す
る
世
界
宣
言
の
第
一
条
で
戈

人
権
は
と
こ
に
生
ま
れ
て
も

ど
ん
な
条
件
盈
四
負
っ
て
生
ま

れ
て
も
、
人
間
と
し
て
働
い
て

生
活
し
、
教
育
舎
客
毎
福
を

追
求
で
き
る
と
い
’
7
人
間
と
し

て
当
た
り
前
の
、
し
か
も
基
本

的
な
権
利
で
す
。
日
本
国
Ｗ
巡

で
は
、
こ
れ
か
臨
本
的
人
権
と

し
て
す
べ
て
の
国
民
に
保
障
し

て
い
ま
す
。

差
別
は
基
ぷ
的
人
権
を
不
当

校
一
年
の
中
西
真
世
さ
ん
や
、
木

幡
中
学
校
三
年
の
渕
上
弘
美
さ
ん

ら
も
同
様
に
、
自
己
の
行
勁
に
け

じ
の
と
貴
恬
逞
う
ぷ
つ
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

・
ま
た
同
大
会
で
育
友
会
、
中
学

生
の
コ
ー
ラ
ス
、
木
幡
中
学
校
の

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
も
行
わ
れ
、

に
侵
し
、
不
平
等
な
取
り
扱
い

を
し
、
不
合
理
な
わ
け
へ
だ
て

を
行
っ
て
、
一
方
的
に
人
間

の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
こ
と
で
戈

差
別
は
同
和
地
区
に
対
す
る
差

別
、
女
性
に
対
す
る
差
別
、
職

業
に
対
す
る
差
別
な
ど
数
多
く

大
会
に
花
か
添
え
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
「
中
学
生
の
主
張
」
発

表
者
の
氏
名
と
学
校
名
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
発
表
順
・
敬
称
略
）

五
丁
由
香
子
…
…
…
宇
治
中
二
年

浅
野
洋
史
…
…
北
宇
治
中
一
年

丸
岡
亜
矢
子
…
…
…
椛
島
中
三
年

外
園
精
…
…
西
小
倉
中
二
年

松
浦
美
夕
…
…
西
宇
治
中
二
年

上
村
博
幸
…
…
南
宇
治
中
二
年

山
下
征
子
…
…
東
宇
治
中
三
年

吉
原
一
郎
…
…
…
木
幡
中
三
年

中
西
真
也
…
…
…
宇
治
中
一
年

辻
み
あ
き
…
…
北
宇
治
中
三
年

清
水
淳
…
…
…
椛
島
中
三
年

徳
田
恭
子
…
…
南
宇
治
中
三
年

松
岡
久
美
子
…
…
西
宇
治
中
一
年

吉
田
慎
次
郎
…
…
西
小
倉
中
三
年

伏
昌
采
穂
子
…
…
東
宇
治
中
二
年

渕
上
弘
美
…
…
…
木
幡
中
三
年

時
代
に
支
配
者
が
民
衆
を
支
配

し
や
す
い
よ
う
に
、
政
治
的
に

つ
く
っ
た
身
分
制
度
に
起
因
し

て
い
ま
す
。
明
治
四
年
に
政
府

の
解
放
令
に
よ
っ
て
、
こ
の
身

分
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が

差
別
を
解
消
す
る
具
体
的
な
施

人
権
相
談
所
を
開
設

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

は
、
人
権
週
間
で
す
。
城
南
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
と
京
都
地

方
法
務
局
宇
治
支
局
で
は
、
こ

の
週
間
の
一
環
と
し
て
ズ
権

相
談
所
”
を
開
設
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

例
え
ば
。
差
別
夕
受
け
た
時
、

名
誉
な
ど
を
侵
さ
れ
た
時
、
義

務
の
な
い
こ
と
を
強
要
さ
れ
た

時
、
離
婚
や
相
続
な
ど
家
庭
問

人権擁護委員氏名一覧（敬称略）

題
、
借
地
・
借
家
や
金
銭
問
題

な
ど
。

ｙ
と
き
…
1
2
月
8
日
團
、
午

前
1
0
時
～
午
後
4
時

▼
と
こ
ろ
・
：
市
民
会
館
と
西

小
倉
集
会
所

お
越
し
に
な
れ
な
い
人
は
、

人
権
擁
護
委
員
宅
、
ま
た
は
京

都
地
方
法
務
局
宇
治
支
局
（
Ｓ

⑩
4
1
2
1
）
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
、
人
権
擁
護
委
員

名
簿
は
、
左
表
の
と
お
り
で
碗

（
総
務
課
）

氏名 住所 電話

荒木嘉夫 木幡大瀬戸50 31－8250

井戸田侃 木幡熊小路4の8 31－8489

入江甚之輔 宇治妙楽108 21－2030

北川稔 伊勢田町毛語40 41－7260

熊木治夫 横島町北内53 22－0153

前川桂子 菟道丸山1の69 21－3458

松本得一 宇治蔭山17の32 22－2225

向井信雄 大久保町山ノ内1 41－6488

山口政一 小倉町西浦72 22－2444

山花忠次郎 宇治善法18 21－2249

を
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い

と
い
ラ
実
態
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
が
同
和
問
題
で
す
。
同
和
問

題
の
早
急
な
解
決
は
、
行
政
の

貢
務
で
あ
り
、
同
時
に
市
民
の

課
題
で
す
。

人
間
社
会
の
歴
史
的
発
展
の

守
ろ
う
人
権
、
ゆ
る
す
な
差
別

人
権
週
間
1
2
月
4
日
～
1
0
日

少
り
れ
ま
す
が
、
差
別
舎
父
け

る
人
に
貢
任
や
原
因
が
あ
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
和
問
題
と
は

同
和
地
区
お
よ
び
そ
こ
に
住

む
人
に
対
す
る
差
別
は
、
江
戸

策
は
行
り
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
結
果
、
今
日
な
お
同
和
地

区
住
民
は
同
じ
国
民
で
あ
り
な

が
ら
、
す
べ
て
の
国
民
に
保
障

さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権
、
特

に
職
業
選
択
や
結
婚
の
自
由
、

教
育
の
悠
司
等
の
権
利
な
ど

一
段
階
で
生
卜
左
同
和
問
題
は
、

市
民
一
人
ひ
と
ひ
が
力
兌
Ｂ

せ
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。人

権
の
尊
重
を

私
た
ち
は
、
と
も
す
れ
ば
自

分
敬
か
え
り
み
な
い
で
他
人
と

比
べ
、
自
分
の
方
が
暇
れ
て
い

る
と
い
ラ
気
持
ち
で
生
活
し
た

り
、
旱
と
も
の
く
せ
ド
、
妥

の
く
せ
に
”
と
い
っ
て
、
相
手

の
立
場
を
考
え
な
か
っ
た
り
、

職
業
や
学
歴
、
学
校
時
代
の
成

績
な
ど
で
そ
の
人
の
人
格
ま
で

決
め
て
か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
こ
の
よ
ラ
な
心
や
態

度
が
も
と
に
な
っ
て
、
差
別
に

つ
な
が
っ
た
り
、
差
別
が
残
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
一
度
、
家
庭
や
職
場
、
学

校
な
ど
の
私
た
ち
の
身
近
な
暮

ら
し
を
見
直
し
、
差
別
か
詐
さ

ず
、
人
権
の
尊
重
に
お
互
い
が

心
が
け
ま
し
1
つ
。（

同
和
対
策
室
）
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▲「新たな目標に向かって」の

　テーマで訴える吉田慎次郎君

　　（西小倉中学校3年）

▲「今、学校生活で考えること」の

　テーマで発言する松浦美夕さん

　　（西宇治中学校2年）
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「中学生の主張」大会開催

11月12日、木幡中学校で

第2回

宇治市

　
こ
の
日
会
場
に
は
、
中
学
生
、

保
護
者
ら
八
百
人
の
聴
衆
が
詰
め

か
け
、
同
大
会
へ
の
関
心
の
高
さ

を
伺
わ
せ
で
い
ま
し
た
。

　
昨
年
に
続
い
で
二
度
目
の
本
大

必
一
は
、
家
庭
生
活
、
学
校
牛
居
、

襲
牟
活
の
三
つ
が
課
題
。
市
内

八
校
（
八
千
八
十
人
）
、
各
校
二
人

ず
つ
合
計
士
ハ
人
の
代
表
ら
は
、

思
春
期
の
思
い
か
そ
れ
ぞ
れ
中
学

生
ら
し
い
感
覚
で
熱
っ
ぽ
ぐ
訴
え

て
い
ま
し
た
。

12月8日
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こ
の
ほ
ど
、
新
し
い
民
生
委
員

（
児
童
委
員
舎
″
任
）
が
決
ま
り
、

き
ょ
う
十
二
月
一
日
、
二
百
土
ハ

人
の
委
員
に
辞
令
が
伝
達
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
民
生
委
員
の
任
期

が
三
年
間
々
十
一
月
末
日
に
前

地域福祉活動の担い手

委
員
の
任
期
が
満
了
し
た
た
め
一

斉
に
改
選
さ
れ
た
も
の
で
す
。

委
員
の
み
な
さ
ん
は
、
牢
治
市

民
生
委
員
推
せ
ん
会
に
よ
っ
て
推

せ
ん
さ
れ
、
京
都
府
の
審
套
お

審
査
を
経
て
、
厚
生
大
臣
か
ら
（
児

斎
萎
員
は
京
都
府
知
事
か
ら
）
委

嘱
さ
れ
た
か
た
が
た
で
ず
。

今
回
の
委
員
改
選
で
、
こ
れ
ま

で
百
九
土
ハ
人
の
定
数
か
ら
二
十

人
増
員
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、

こ
の
増
員
に
よ
っ
て
、
受
け
持
ち

世
帯
数
が
多
か
っ
た
委
員
の
負
担

か
軽
く
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

一
層
孝
め
の
細
か
い
地
域
活
動
を

し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
地
域
福
祉
活
動

の
推
進
役
で
あ
り
、
社
会
福
祉
を

増
進
さ
せ
る
た
め
の
中
心
的
存
在

で
す
。
牛
活
保
護
衆
呼
応
児
童
、

参
人
、
心
身
障
害
（
児
）
者
、
母

子
（
父
子
）
家
庭
の
た
め
の
仕
事

や
、
社
会
福
祉
を
高
め
る
仕
事
の

ほ
か
、
無
職
や
無
収
入
、
扶
養
の

事
実
な
ど
の
証
明
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
行
う
事
業
や
共
同
募
金
、

歳
末
助
け
合
い
運
動
へ
の
協
力
な

ぺ
市
民
の
福
祉
を
高
め
る
た
め

の
重
要
な
任
務
を
担
っ
て
お
ら
元

季
ｙ
。

あ
な
た
の
地
域
の
民
生
委
員
さ

ん
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
社
会

か
健
康
で
活
力
の
あ
る
明
る
い
町

に
す
る
た
め
に
は
、
み
ん
な
が
民

生
委
員
の
仕
事
か
理
解
し
、
協
力

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

2
0
人
増
で
定
員
2
1
6
人
に

一
層
き
め
細
い
活
動
が

▲独居老人会食会（社会福祉協議会主催）の準備をされる民生委員さん

ま
た
は
市
役
所
交
通
労
政
課
。

な
お
、
印
鑑
は
不
要
。

▼
会
費
玉
世
帯
に
つ
き
、
」

年
間
一
口
五
百
円
で
、
ニ
ロ

（
千
円
）
ま
で
加
入
で
’
ｉ
ｍ
。

す
。
十
二
月
一
日
以
降
に
申

し
込
み
さ
れ
る
場
合
は
、
日

割
計
算
を
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
火
災
事
故
・
：
会

合
も
あ
り
毒
ｆ
ｙ
。

▼
共
済
見
舞
金
・
：
被
害
の
程
度

に
応
じ
て
、
一
口
に
つ
き
最

低
一
万
円
（
ふ
ろ
の
空
だ
き
）

か
ら
、
最
高
五
十
万
円
（
全

焼
）
ま
で
。

そ
の
他
、
詳
細
は
交
通
労
政

課
ま
で
お
問
公
Ｂ
せ
ぐ
だ
さ

い
。
（
交
通
労
政
課
）

中
途
加
入
も
で
き
ま
す

火
災
共
済
カ
ス
タ
ー
ド

市
民
の
助
姓
口
を
基
本
と

す
る
宇
治
市
火
災
共
済
制
度
は

き
ょ
｀
羊
二
月
一
日
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
栄
す
。
加
入
の
手
続
き

は
簡
単
で
、
中
途
加
入
も
で
き

ま
す
。
ま
だ
加
入
さ
れ
て
な
い

世
帯
は
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
の
場
所
・
・
・
市
内
の

金
融
機
関
（
郵
便
局
奮
朕
く
）

員
が
現
に
居
住
し
て
い
る
建

物
の
火
災
で
、
消
防
署
が
被

害
奎
唯
認
し
た
握
Ｒ
一
部

消
失
、
消
火
活
動
に
よ
る
三

〇
％
以
上
の
冠
水
次
た
は
損

壊
、
ふ
ろ
の
空
だ
き
事
歌
も

含
み
ま
す
。
な
お
、
門
、
へ

い
な
ど
の
工
作
物
の
火
災
事

故
な
ど
対
象
と
な
ら
な
い
場

市
で
は
、
家
庭
で
使
わ
れ
な

く
な
っ
た
品
物
を
有
効
に
生
か

し
て
い
た
だ
ぐ
た
め
、
不
用
品

情
報
セ
ン
タ
ー
を
開
康
ま
す
。

期
間
は
本
年
度
後
期
と
し
て
、

十
二
月
一
日
か
ら
来
年
二
月
二

十
九
日
ま
で
の
三
ヵ
月
。
省
資

源
の
一
環
と
し
て
、
む
だ
の
な

い
生
活
を
送
る
た
め
に
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
年
度
前
期
に
提
供

し
て
い
た
だ
い
た
品
物
に
比
較

的
高
い
希
望
価
格
が
多
い
ぶ
つ

で
し
た
。
不
用
に
な
っ
た
も
の

か
提
供
し
て
い
た
だ
ぐ
の
が
ね

ら
い
で
す
の
で
、
で
き
る
が
け

無
償
か
低
額
で
お
願
い
し
ま
す
。

観
光
課
消
費
化
屋
閃
豊
⑩

3
1
4
1
内
線
2
9
4
）
へ
。

▼
登
録
項
目
・
・
出
品
物
名
、
型

式
、
規
格
な
芦
②
購
入
年
月
、

消
耗
程
度
即
希
望
価
格
剛
そ

の
他
の
希
望
条
件
回
住
所
、

や
、
絵
本
、
衣
類
な
芦
を
除

く
）
、
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ジ
ャ
ー

用
品
、
一
般
家
庭
田
甘
回
食

器
、
洗
剤
、
衣
類
、
日
用
－
Ｅ

な
忌
際
く
）
な
ど
で
、
再

利
用
の
価
値
が
あ
ぴ
修
理
不

望
条
件
が
ほ
ぽ
一
致
し
た
場

合
、
情
報
セ
ン
タ
ー
が
希
望

者
に
連
絡
し
、
当
事
者
で
交

渉
。
成
立
か
不
成
立
の
結
果

か
千
日
以
内
に
、
希
望
者
か

ら
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
報
告
し

て
い
た
だ
き
未
了
。
故
障
や

欠
陥
な
芦
簡
題
が
生
じ
た
場

合
は
当
事
者
で
解
決
す
る
も

の
と
し
、
市
は
一
切
責
任
を

負
い
ま
せ
ん
。（

商
工
観
光
課
）

ほ
し
い
物
、
譲
り
た
い
物

あ
な
た
も
登
録
を

｀
ｒ
ｌ
゛

｀
1
1
1
1
1
自
－
1
1
1
1

▼
登
録
方
法
・
・
・
品
物
の
希
望
者

も
提
供
者
も
電
話
や
は
が
き
、

来
庁
ず
る
な
ど
で
、
不
用
品

情
報
セ
ン
タ
ー
（
〒
6
1
1
宇
治

琵
琶
覗
宇
治
市
役
所
商
工

氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
。

▼
主
な
取
り
扱
い
品
・
：
家
具
、

電
気
製
品
、
楽
器
、
石
油
・

ガ
ス
器
具
、
自
転
車
、
ベ
ビ

ー
・
子
芦
も
用
品
（
お
も
ち

要
の
も
の
に
限
り
ま
ず
。
な

お
、
転
売
や
趣
味
な
ど
を
目

的
と
す
る
も
の
、
医
療
器
材
、

食
品
、
蛋
苔
の
は
対
象
外
。

▼
取
り
引
き
方
法
・
・
・
両
者
の
希

品物の取引方法

－ － － － － Ｉ

・

・
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□ｂ禾礪函Ｅ～］

・六地蔵

奥西清＝町並10
西村健司＝柿ノ木町28

丸野清三＝奈良町2－12・木幡

大石省三＝花揃21
／Ｊりｉｉ士漉ｉ＝平君28－360
笠井武＝平尾29－48
近藤君枝＝金草原50－24
久保田ナオ＝御蔵山39－286
辻信一＝御園20一131
中川晃＝陣ノ内38－8
中西成二＝正中26
永田瑛子＝御園3－13
野々山美和子＝御蔵山39－790

元山君代＝御蔵山39－366・炭山・

渋谷忠一＝久田52・西笠取

中谷ｍ＝下荘川西32

［315蔭地ｒ］

・木幡
伊藤晶子＝中村15－75
伊藤孝＝東中12
乾捨三＝南山12－72
梅田純一郎＝内畑34－10ユニ宇

治マンション5棟501号
荻みさを＝熊小路19－68
萱場笑子＝西浦2ｉ
金光ｔ享一＝西中33ユニ宇洽／ｌｌ

マンショｙ3棟706号Ｊｉｂ村鈴子＝南山9－69

酒井富美恵＝熊／」ヽ路43－23
桜井安二＝南山畑29－4
多田きみ子＝檜尾42－3
滝田浩＝西中47―5
竹下豊一＝南端46－6
ＩＳ：＊：聖子＝中村54―9
ｉＢ；田者町吉ま窪＝陣1山68－28
三宅ｍ二Ｂ15＝：Ｊヒ畠6－8
宮原美代子＝南山80－32

「葦手涵醍Ｉ

・五ヶ庄

梅渾博子＝折坂ｌ8－11
大平恒夫＝広岡谷2－116

押口光子＝西浦20－8
片口」きくゑ＝古川ｉｉ7
岸野千恵子＝寺界道24
久保頼包＝三番割37市営住宅

6号ｍｍ美佐尾＝西浦39－3

材こ青争子＝三老ａ』4
平野玲子＝平野52－6
藤井敏子＝梅林46－5
藤田孝＝二番割42
前；ｉｉ敏子＝新開12－33
前田正義＝大林39
矢名ｉうｔ＝ｉｉヒノ庄17－1
渡漫忠雄＝芝ノ東47

□重道璽コ

・五ヶ庄
植村房夫＝岡本45
川合

林

教博＝官有地京大宿舎
育司ｐ＝福角45－72

松村茂＝折坂25－8
宮川絢＝戸ノ内50－15

山崎幸一＝福角26・貧道

大北幸平＝出口40－51
久保見チエ＝西中9
粛藤哲男＝市田8－4
柴田道子＝平町51－2
堤治子＝市田41－34
藤井悦子＝池山27
矢野千代子＝丸山36－9
山中登＝荒棋ｌ－65

吉／ｌｌｉまな＝≪可京26・明星町

加納晃子＝二丁目12－57
上村郁子＝二丁目11－48

中村実1＝三丁目12―39・志津川

材に才富三＝：ｉヒ≪ａ36

「Ｔ」祠涵区‾Ｔ‾］

・宇治

井内キミヱ＝／ｊり妥39

大廼ｉ5ＫＪＳ＝善ｉ去76－2ｍ？早幸三＝－裂内41－3

／外山幸子＝下雇121－ｌ
芝1京飛麦＝ｉ苔μｉｉ20
高井幸一＝妙楽9
辻本ｍ．＝東内37
中政子＝妙楽146
松阪由紀子＝里尻22－ｌ
水田笑＝乙方45
森田フサヱ＝宇文字21－7

矢部文雄＝里尻2・白川

／Ｊヽ島喜三＝；ｉｉ上り谷37

「荊祠匯‾¬

・宇治
安堂之雄＝戸ノ内38
猪尾昇＝野神32－1
長村幸子＝若森28
清水正子＝蔭山56
高島静＝矢落74－4
長谷；ｉｉ禾口子＝弐番2；
休ｆ呆＝大Ｓ27－17
藤井性市＝琵琶56－3
水田久代＝下居25－1
山本孝一＝野神50－14

山本マキ＝弐番46・神明

井上永吉＝ｓ東4－3
岸本富士子＝宮東91－3
長谷川弘子＝石塚81－17
平野勝一＝宮西12

薮田要三＝宮北8－3・広野町

藤井政信＝／」ヽ根尾18－10

□云取躍コ

・広野町

青田宗太郎＝桐生谷15
岩橋吉隆＝宮谷56－34
岡田和子＝寺山115

鐘方政夫＝／ｊＮ≪
神谷昭三＝東裏21－5
河合金四郎＝一里山16
鷹田愛子＝丸山29－2
辻橋満雄＝大開112
中村明信＝／ｊヽ根尾147－31
中才す美者5子＝寺ａ」8－1
二宮具子＝寺山29－2
馬場・艶子＝宮谷35－37
廣井八璽子＝東裏125－18
森下寿造＝寺山17－18
森田勇＝尖山2－193
山代谷隆＝丸山80－1

和田治＝東裏93・大久保町

安岡壽子＝久保11

「天罰祠ぼ¬

・大久保町
浅野重子＝田原26－13
樺木新二＝大竹20－18
川口英子＝山ノ内14
北岡綾子＝山ノ内81
北岡清士＝旦椋1－8
北村嘉子＝山ノ内47
多田弘志＝旦椋17－7

高木芳久＝山ノ内77
宮下惣二＝平盛6－50

ノ＼木正之―平盛24－3
荒ｉｌｌ輝男＝府営団地4棟3Ｏ2

遠藤恵美子＝府営団地23棟201大久保一昭＝府営団地37宅東405

太田利博＝府営団地33ｔ東308小
南進＝旦椋84同胞保育園

中島常幸＝府営団地ｕ東2ｉｏ
中村武師＝府営団地32棟103
中村瑠美子＝府営団地26棟202
橋本義雄＝府営団地ｌ9東202

花元ヒサ子＝府営団地16棟102松井和代＝府営団地40棟504

山上佳－＝府営団ＳＳ15棟204・広野町

清水知子＝新成田100－169西岡弘＝成田1－6

「‾伊萄瓦晒区¬

・伊勢田町

阿賀シズコ＝中山44天野富三＝南山2－1

今村孝＝大谷57－8上野邦雄＝南遊田14―5

河瀬綾雄＝砂田71－12川本梅野＝中山48－16

ｍ池孝枝＝名木二丁目1－85
倉ＥＢ郭こ子＝：）ヒａ」35―30

佐賀澄子＝遊田12－98
杉本知子＝遊田12－167
鈴木浅吉＝南遊田22－10
角田謙蔵＝毛語43

角田彰三＝若林29－7曽和猛＝中ノ田37

箱崎浩子＝名木一丁目1－42
藤村弥栄子＝砂田6－267

森岡稔子＝名木一丁目1－273山田ハツ子＝南山53

古田恒雄＝毛語99－1・安田町

木村稔＝大納言24

［巫葦薦区¬

・小倉町

井上治雄＝中畑49岡市光子＝東山11

久保田博＝老ノ木45－4

武田克己＝西山11－106辻貞子＝西山54

中司禾栄＝久保39・開町

深田清人＝28－10

廼ＪＭｆｆｉＪＳ＝59－7・羽拍子町

！親重子＝22丸山知栄子＝44－10

・南陵町

大工登紀子＝五丁目1－48
中貴昭＝二丁目1－131

福井一郎＝二丁目1―119・神明

田渕真澄＝石塚71－9

野町登志子＝石塚54－28・宇治

岩井うｔ台＝半白120－6Ｊ
ｉヒ川イト＝半白82－23
1京痢Ｊ男＝ｉ－山68－54
4公ｍ．薫＝蔭山59－114

［二西不蒼竃区コ

・小倉町
伊庭久男＝西浦36―36
池田孝子＝蓮池ｌ37－2
内田徹＝南浦18―6
’Ｍｍ文平＝劈垢？也67－2
岡本一郎＝蓮池ｌ30－22
Ｔ歌子弓Ａ美＝廼？Ｈ27－12
ゴヒ才すあき＝聾ｅ泄33－17
西条シゲ子＝西？Ｆ≪88－63
阪本寿美子＝）Ｓ池ｌ40－8
芝田勝三＝南堀池80－170

島＃ｉ享一良Ｂ＝山祭30－1ｍｍ三喜春＝山瞑哭55－17

田中恵美子＝南浦2ｉ－1
土居昭子＝南浦30－1
中岡惇恵―蓮池145－17
中出保次＝南堀池33－6
西田和代＝西浦68－9
長ｓ川ヨシ＝陛堀泄Ａ7－37
橋本静夫＝西浦Ａ2－9

花岡光代＝南浦106－5－
毎田善子＝陣甫62－37

引場尋子＝蓮池23
細野幸康＝堀池39－104
矢田ｓ．子＝ｒ劈堀？ｔａ98－167

吉村幸恵＝南堀池35－15

［積‾扁瀬ｒ］

・横鳥町

荒川藤太郎＝－ノ坪76
伊藤千枝子＝隋落合27－5

稲木貴子＝南落合64－16江口理－＝一ノ坪113

小川乖豊子＝新田ａｉｏ―16
太田喜代子＝北内40
古島幸夫＝郡4

菅野唯七＝千足33田中俊二郎＝落合20

田端悦子＝本屋敷40－1グリーンタウン棋島7棟315

辻栄次郎＝薗場2－2
砺波隆三＝中川原7－2
中井忠子＝薗場ｉ2ｏ

民生委員さ

ん

民生(児童)

委員決まる
不用品情報セン

ター
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1
月
1
0
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

昭
和
五
十
九
年
度
の
保
育
所
入

所
受
け
付
け
夕
沢
の
要
領
で
行
い

ま
す
。

〈
申
し
込
み
が
で
き
る
人
〉

昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
現
在

で
、
生
堡
〈
ヵ
月
以
上
六
歳
未
満

の
乳
幼
児
で
、
母
親
が
家
庭
ま
た

は
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
な
ど
で

保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
限
り
ま

す
。ま

た
、
北
木
幡
保
育
所
、
明
星

保
育
園
、
あ
さ
ひ
保
育
園
、
善
法

保
育
所
、
宇
治
保
育
所
、
棋
島
保

育
所
、
北
小
倉
保
育
所
、
小
倉
双

葉
園
保
育
所
、
大
久
保
保
育
所
、

く
り
く
ま
保
育
園
の
十
ヵ
所
（
園
）

で
は
、
五
十
九
年
一
月
三
十
一
日

現
在
Ｖ
Ｊ
出
生
届
を
出
さ
れ
て
い
る

大
久
保
町
旦
椋

内
貴
智
史
ち
ゃ
ん

さとしちゃんは、食べ物の好き

嫌いをしないおりこうさん。だか

ら、もうしっかり歩けます。

この欄に掲載するお子さん（57

年12月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

乳
児
も
保
育
の
申
し
込
み
が
で
き

圭
ｙ
。

〈
申
込
用
紙
と
必
要
書
類
〉

申
込
用
紙
は
、
十
二
月
十
五
日

湘
以
降
に
各
保
育
所
（
園
）
、
ま
た

昭和58年度保育所入所受付の日程表

は
、
福
祉
事
務
所
保
育
課
で
お
渡

し
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
母
親

の
在
職
証
明
書
な
ど
保
育
で
き
な

い
旨
の
証
明
書
と
、
五
十
八
年
分

の
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
税
証
明
書

で
す
。
早
め
に
ご
用
意
く
だ
さ
吋

〈
入
所
受
付
日
と
場
所
〉

左
甕
嘉
照
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

指
定
日
ま
で
に
申
し
込
み
か
で
き

な
い
人
は
、
一
月
三
十
一
日
叫
午

○
受
付
時
間
は
．
い
ず
れ
も
午
前
1
0
昨
～
午
後
4
時
で
す
。

1
月
2
4
日
ｓ

1
月
2
3
日
剛

1
月
Ｂ
日
廊

Ｉ
Ｕ
1
2
日
閑

1
月
Ｈ
日
困

1
月
1
0
日
叫

月
日

福
祉
恥
務
所
保
青
課

答
法
保
育
所

桐
島
保
育
所

木
幡
保
育
所

あ
さ
ひ
保
育
園

小
倉
双
葉
園

保
育
所

川
星
保
育
園

南
浦
保
青
園

大
久
保
保
育
所

宇
治
保
育
所

受
付
場
所

仝
保
育
所
（
園
）
昼
間
吼
親

善
法
保
育
所

い
ず
み
保
育
閥
構
島
保
育
所

木
幡
保
育
所
北
木
幡
保
育
所
の
ぼ
り
保
育
園

あ
さ
ひ
保
育
園
三
室
戸
保
育
閥

小
介
双
葉
園
保
斤
所

ひ
い
ら
ぎ
保
膏
園

明
ー
保
育
閥

な
か
よ
し
保
育
園

南
浦
保
育
園
西
小
介
保
育
所
伊
勢
田
傑
育
園
北
小
往
訪
蒋

大
久
保
保
育
所
同
胞
保
育
園
ー
く
り
く
ま
保
育
園

宇
治
保
育
所
広
野
保
育
所

対
象
伏
育
所
（
聞
）

後
五
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

〈
引
き
続
き
入
所
希
望
の
場
合
〉

五
十
九
年
度
も
引
き
続
い
て
入

所
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
入
所
申

請
書
と
保
育
に
欠
け
る
旨
の
証
明

書
な
ど
を
、
一
月
九
日
か
ら
一
月

十
四
日
ま
で
に
現
在
入
所
中
の
保

育
所
（
園
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
り

昼
間
里
親
の

申
し
込
み
も
受
け
付
け

保
育
所
の
ほ
か
に
、
個
人
の
家

庭
で
保
育
す
る
昼
間
里
親
制
度
の

利
用
者
も
募
集
し
ま
す
。
保
育
の

対
象
は
、
五
十
九
年
四
月
一
日
現

在
で
生
堡
ハ
週
間
以
上
、
三
歳
未

満
の
乳
児
で
す
。

希
望
さ
れ
や
く
は
、
一
月
二
十
”
‘

三
日
凹
二
十
四
日
脚
の
両
日
午
―

前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
保
育

課
へ
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
・
2
1

市
立
保
育
所
の

ア
ル
バ
イ
ト
職
員
募
集

市
立
保
育
所
の
ア
ル
バ
イ
ト
職

貝
益
希
望
者
登
雰
集
し
て
い
ま

す
。
職
種
は
ア
ル
バ
イ
ト
保
母
で
、

保
母
を
補
助
し
、
あ
る
い
は
保
ほ

に
代
わ
っ
て
保
育
を
し
て
い
た
だ

き
未
了
。
資
格
は
、
保
母
資
格
を

お
知
ら
せ

身
体
障
害
者

巡
回
更
生
相
談

舌
男
耳
の
不
自
由
な
人
を
対

象
に
巡
回
更
生
相
談
が
開
か
れ
ま

す
。相

談
内
容
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
や
再
交
付
に
必
要
な
診

断
、
補
装
具
の
交
付
や
修
理
に
必

要
な
診
断
で
す
。

手
帳
の
交
付
や
再
交
付
の
申
請

に
は
印
鑑
と
顔
写
真
1
枚
（
縦
4

ｔ
μ
χ
横
3
ｔ
が
）
が
、
補
装
具

の
交
付
申
請
に
は
印
鑑
が
必
要
で

す
。
な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
人
は
垂
唄
を
、
補
装
具

有
す
る
人
か
、
保
母
資
格
は
有
し

な
い
が
経
験
の
あ
る
人
ま
た
は
、

保
育
に
意
欲
が
あ
る
人
と
な
っ
て

い
季
子
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
市

の
適
合
相
談
や
修
理
を
さ
れ
る
人
は
、
必
ず
補
装
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
5
日
明
午
後
1
時
Ｉ
3
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
総
合
福
祉
会
館
。
相
談
は
無
料
で
す
。
（
福
祉
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
力
〉

1
2
月
6
日
㈹
、
午
後
7
時
半
～

▲毎回熱演の人形劇フェスティバル

（宇治市公民館で）

▲元気いっぱいの園児たち

（11月Ｔ9日大久保保育所で）

販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
最
溢
〈
ヵ
月
以
内
の
写

真
夕
ほ
っ
て
福
祉
事
務
所
保
育
課

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
保
育
課
）

9
時
半
、
菟
道
第
二
小
学
校
体
育

館
で
。

〈
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
〉

1
2
月
7
日
困
、
午
後
7
時
～
9

時
、
神
明
小
学
校
体
育
館
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
い

ず
れ
も
上
靴
か
痔
っ
て
直
接
会
場

へ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

（
市
民
体
育
課
）

1
2
月
の
献
血

献
血
を
左
記
の
日
程
で
行
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
6
日
脚
、
コ
ピ
ア
㈱
関
西
工

場
＝
午
前
1
0
時
～
正
午
、
宇
治
黄

紫
病
院
9
午
後
―
時
半
五
時
半

▼
7
日
叫
定
写
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
小
倉
公
栄
ビ
ル
）
＝
午
前

1
0
時
～
正
午
と
午
後
1
時
Ａ
時

半
▼
2
0
日
㈹
、
宇
治
市
役
所
―
午

前
1
0
時
1
正
午
と
午
後
1
時
Ａ

時
半
。
（
保
健
予
防
課
）

犬
・
猫
の
引
き
取
り

▼
1
9
一
月
1
3
日
脚
、
木
幡
公
民
分

館
（
木
幡
神
社
）
＝
午
前
1
0
時
4
0

分
、
小
倉
公
民
館
＝
午
前
1
0
時
5
0

分
、
旦
椋
公
会
堂
ａ
午
前
Ｈ
時
1
0

分
、
宇
治
保
健
所
＝
午
前
1
1
時
2
0

分
。
（
環
境
保
全
課
）

世
界
人
権
宣
言
の

記
念
切
手
を
発
行

人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
十
二
月

五
日
に
六
十
円
記
念
切
手
が
発
行

さ
れ
ま
す
。
（
宇
治
郵
便
局
）

1
1
1
1
1
－
Ｉ
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1

－
1
－
Ｉ
－
－
1
1
1
1
1
1
｀

・特産物の直売

・園芸植物の即充

・米と野菜の消費拡大コーナー

資料展示、おにぎり、料理の

賦食、もちつきの実演と賦食、

米ポン菓子の実演と賦食

・家庭菜園コーナー

・牛乳の消費拡大コーナー

・宇治茶の接待

とき　12月4日（日）午前9時半～午後3時ところ　北小倉小学校唇展示会午前9時半～午後2時ふ即売会午後2時～き催し物午前9時半～午後3時主催／宇泊・城陽・久御山農業振興協議会

〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉
1
2
月
は
、
毎
週
月
曜
日
と
、
2
8

日
出
～
5
9
年
1
月
4
日
出
で
す
。

2
2
日
ｇ

刀
一
日
ｓ

2
0
日
脚

1
5
日
南

1
4
日
南

1
3
日
輿

9
日
吻

8
日
南

7
日
伽

6
日
叫

2
日
倒

1
日
南

日

黄
粟

南
山

明
星
町

志
津
川

福
角

南
陵
町

神
明

奥
広
野

広
野

伊
勢
田

開
野
神

白
川

遊
田

蔭
山

横
鳥

平
盛

西
大
久
保

大
久
保

緑
ヶ
原

南
小
倉

地
区

5
・
0
6
・
0
1
・
ｏ
～
Ｉ
・
0

4
・
0
4
・
0
1
9
Ｏ
～
1
・
5

4
・
0
5
・
0
―
・
3
ー
ー
・
3

3
・
0
4
・
0
―
・
3
～
―
・
0

Ｏ
・
0
ｌ
ｓ
ｏ
1
・
Ｏ
Ｓ
1
・
0

4
・
0
5
・
0
1
・
Ｏ
～
1
・
4

1
5
‥
0
0
～
1
6
‥
1
0

4
・
0
4
・
0
1
・
―
～
1
゛
5

1
0
‥
0
0
～
1
1
‥
2
0

4
・
0
6
・
0
1
・
Ｏ
～
1
・
0

1
4
‥
0
0
～
1
5
‥
2
0

1
・
0
1
・
0
1
ａ
Ｏ
～
1
・
4

Ｏ
・
0
0
・
0
1
－
Ｏ
～
1
ー
3

4
・
0
6
・
0
1
ａ
Ｏ
～
―
・
0

1
5
一
沁
～
1
6
‥
1
0

1
3
こ
Ｊ
～
1
4
‥
5
0

4
・
0
6
・
0
1
・
4
ー
1
・
0

3
・
0
4
・
0
1
一
3
～
1
・
2

Ｏ
・
0
1
1
0
1
・
Ｏ
～
1
・
0

4
・
0
6
・
0
1
・
Ｏ
～
1
・
0

Ｏ
・
0
1
一
〇
―
自
Ｏ
～
1
・
3

時
間

万
福
寺
駐
車
場

南
山
ロ
ー
タ
リ
ー

明
星
集
会
所
前

竹
久
商
店
横
広
場

南
部
小
学
校

二
丁
目
公
園
前

城
南
荘
児
童
公
園

奥
広
野
入
口

大
久
保
小
学
校

伊
勢
田
袖
‥
社

開
公
民
分
館
前

池
な
ら
商
店
向
か
い
例

茶
研
登
り
口

遊
田
三
角
公
園

ユ
ニ
チ
カ
社
宅

南
落
入
‥
1
2
の
岫
凡
今
レ
ー
ジ

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
校

旦
椋
公
会
堂

緑
ヶ
原
児
童
公
園

南
小
倉
小
学
校

駐
車
場
所

263

公民館のお知らせ

○宇治市公民館…宇治里尻71の

9（豊訟2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（Ｓ⑩8290）

○宇治市小倉公民館…小介町寺

内91（ａｃ4687）

第
4
回
人
形
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

地
域
や
職
場
で
人
形
劇
の
活
動

を
し
て
い
る
団
体
が
災
い
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
衣
し
ま
亥

楽
し
い
お
話
の
人
形
劇
ば
か
り

で
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料

で
す
。

▼
と
き
…
1
2
月
‥
Ｈ
日
間
、
正
午

開
場
、
午
後
零
時
半
開
演
、
午
後

四
時
終
演
予
定
▼
と
こ
ろ
…
宇
治

市
公
民
館
3
階
大
会
議
室
▼
出
場

団
体
と
演
題
…
下
表
。

第
3
0
回
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
し
め
な
わ
づ
く
り

料
費
・
・
・
三
十
円
▼
申
し
込
み
…
小
お
友
だ
ち
と
、
わ
ら
で
し
め
な
倉
公
民
館
へ
電
話
で
。
搾
悦
熊
融
ド

親
子
映
画
の
つ
ど
い

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
小
倉
公
親
子
そ
ろ
っ
て
、
楽
し
い
映
国
民
館
▼
内
容
・
：
し
め
な
わ
（
輪
飾
忿
晦
Ｐ
ｙ
し
ょ
う
。
入
場
は
無
り
、
は
か
ま
）
づ
く
り
▼
指
導
・
：
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
ｙ
だ
さ
晩
小
倉
喜
老
会
会
員
▼
対
象
・
・
・
小
▼
日
時
支
蕩
・
・
・
下
表
▼
上
映

人形劇フェスティバルの内容表

団体名 屑題

小（”ｒ子ども人形刳団自雪姫

人形劇サークル

「とらごろう」 てんぐのかくれみの

「やまぷき」サークル
蟹満々のお話

〔大り紙芝居〕

”ｆｉｔ；幼ｆｔ1＊1

「さといもの会」

与作どんと白茶ｒ－

一三室戸寺伝説より

宇冶市レクリエーション

サークぐじゃんけん；ｉ／Ｌ』

（ＤＭのうた（2タ雷の落ちない村

〔パネルシアター〕

伊勢田幼邨ｉ司「あんぱん」あんぱんまん

人ｍサーク・レ

「まつぽっくり」 ふとつちよ王様

宇治幼稚園「つぽみの会」飛のうさちゃん

〔Ａ”Ｖ．ぬいぐるみ〕

作
品
・
：
西
遊
記
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
カ
ラ
ー
作
品
、
1
時
間
2
8
分
。

親子映画のつどい日程表

月日 時問 会場

％

旧ｉ
午前ＩＯ時－11時半小倉公民館

午ｔａｉ時

～2時半
宇治咬公民館

午（Ｓ3時半～5時木幡公民館

迎
春
準
備
講
習
会

新
春
を
迎
凡
る
準
備
の
た
め
の

講
習
会
を
開
応
歪
す
。
ご
家
庭
で

役
立
つ
も
の
ば
か
り
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
し
め
な
わ
づ
く
り
教
室
〉

お
正
月
に
手
作
り
の
し
あ
な
わ

を
、
玄
関
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
・
・
1
2
月
2
6
日
側
、
午
後

1
時
半
～
3
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
小

倉
公
民
館
▼
内
容
…
し
め
な
わ

（
輪
飾
り
、
は
か
ま
）
づ
く
り
▼
指

導
…
小
倉
喜
老
会
会
員
▼
対
象
・
：

市
民
▼
定
員
・
：
4
0
人
（
先
着
順
）

▼
材
料
費
・
：
五
十
円
▼
申
し
込
み

…
小
倉
公
民
館
へ
電
話
で
。

〈
お
正
月
用
生
け
花
教
室
〉

新
し
い
年
を
、
あ
な
た
の
生
け

花
で
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
…
1
2
月
2
8
日
團
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉
公

民
館
▼
内
容
…
正
月
用
盛
花
▼
講

師
…
桑
原
専
慶
流
、
永
井
道
子
さ

ん
▼
定
員
・
：
3
0
人
（
先
着
順
）
▼

教
材
費
・
・
・
三
千
円
▼
持
参
す
る
も

の
…
剣
山
、
は
さ
み
▼
申
し
込
み

・
：
教
材
寥
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1困
●法律相談（総合福祉会館
13時半～15時半）

¬

宇治市交通事故相談

とき12月10日（土）午後1時

半～4時

ところ宇治市民会館ｚ階

相談員弁護士

申込み相ＥＩＳを希盟される人は
市役所交通労政ＩＳ（ａ

＠3141内線279）へ

2（ｉ

青少年相談（市民会館13
時～16時）
血圧相談（川来集会所9
時半～11時）

3出
●結婚相談（川来集会所13
時～15時） －

4⑥

5（月）

●心配ごと相談（総合福祉

会館13時～15時）乳児相談（保健医療セン

タ－9時半～11時）

交通事故巡回相談所

とき12月7日（水）・21日（水）

午前9時～午後4時

ところ宇治市宇治若森

京都府宇治地方振興局
内容●交通事故の法律問題

●示談のしかた●賠償

額の算定●訴訟、調停

のしかた●自賠責保険

等の利用、請求のしか

たなど。

問い合わせ宇治地方振興局

1

ｔＩ⑩2970

二

6㈹
－

7困

8俐

●法律相談（総合福祉会館

13時半～15時半）

人権相談（市民会館と西

小倉集会所10時～16時）
ー

9ｍ
血圧相談（開公民分館9
時半～11時）

10（ｉ）●結婚相談（川東集会所13時～15時）

11⑥

12（月）
●心配ごと相談（総合福祉会館13時～15時）
乳児相談（小倉公民館9時半～11時）

13肉●年金相談（総合福祉会館10時～正午）

14困 移動消費生活相談（広野三軒家集会所ｌＯ時～15時）

15困

●高齢者無料職業相談（総合福祉会館10時～15時）
●法律相談（総合福祉会館13時半～15時半）
行政相談（市役所市民相談室10時～16時）
乳児相談（広野公民分館9時半～11時）

16ｉ）血圧相談（城南荘集会所9時半～ｎ時）

市役所清掃事務所

　TEL223141番

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前＼2／17までの市道筋以北の西浦）

伊勢田町（南遊田）

棋島町（全域）

219小倉町（近鉄以東の新田島）宇洽（戸ノ内．蔭山、国鉄以北の御廟・天神）

木幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田．御園、陣ノ320内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山

畑．国鉄以東の正中・東中）

六地蔵（全域）木幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

521中村、南山畑．南山、南端、国鉄以西の正中・東中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

木幡（ｊ！旨小路）五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川．北ノ庄、西川

622原ヽ壇ノ東ヽ寺界道、野添、大林、梅林、西浦、新開、平野、折坂．福角、－・二・三番

割、国鉄以西の芝ノ東）
菟道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本．日皆田、一里塚、戸ノ内、京大宿舎）

菟道（平町を除く全域）723明星町（全域）

志津川（全域）宇治（ＩＩＩ本、乙方、東内、又振、山田）

宇治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華．塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神、弐番、

826池森、米阪、矢落．若森．国鉄以南の天神）白川（全域）

折居台（全域）

小倉町（奥畑）
甫陵町（全域）羽拍子町（国道筋を除く全域）

927神明（全域）宇治（蛇塚、大谷．野神一部）

琵琶台（全域）広野町（小根尾一ＳＫ）

開町（国道筋を除く全域）

1228広野町（小根尾．大開、尖山、宮谷、中島、丸山）西大久保府営住宅（！～20棟）

広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除
く西裏・茶屋裏）

1329大久保町（ｉｔ／山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、

西大久保府営住宅（21～32棟）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田．中ノ荒、新中59

ノ荒、ウトロ、南山）141／4開町（国道筋）

広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大久保町（田原日椋平盛井ノ尻．南ノロー部）

宇治（半白）小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）15Ｉ／ち

羽拍子町（国道筋）伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）

小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市

1／6道筋以南の西浦）16伊勢田町（遊田、砂田）

西大久保府営住宅（33～43棟）

し尿収集

日程表

城南衛生管理組合

八幡市八幡沢

ＴＥＬ075－631－5171番

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域
121芝ノ東（府道以東）．広岡谷、南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）
222南山（Ｂ）、・金草原
3南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）、中村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）、北畠一部
5北畠．桧尾、須留．平尾
6花揃．赤塚．陣之内（国鉄以東）、御ａ、御蔵山畑山田北諮問正中（国鉄以吏）町恭一銘
7北御蔵山（平尾）、中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山令域

8正中（国鉄以西）ヽ西中‾部丿東中（国鉄以西）ヽ陣之内（国鉄以西）ヽ河原ヽ徳永ヽ柿ノ木町ヽ一丁目、札ノ辻町、紺屋町

9内畑、西中、中村（国鉄以西）、大瀬Ｐ（国鉄以西）．壇ノ東4西浦、熊小路、南端（国鉄以西）
10大林、梅林、芝ノ東ぐ国鉄以西）、西浦一部
13寺界道．古川、西田，北ノ庄、野添、谷前、西浦一部．梅林官有地、大林一部
14西浦一部、新開、半野府営住宅、折坂一部
15福角（国鉄以西）、・日皆田、岡本、上村、大八木島
16車田一部、平町、一里塚、戸ノ内（棋局飛地）
17車田、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）
19福角（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野一番割二番割゛番力｜一部等取
20丙浦（国鉄以東）、三番郵｜芝ノ東（府道両側）南端（国鉄以東）

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

121北ノ山、山ノ内、上ノ山．大竹、茶屋裏、久保、・南ノロー部、西裏、寺山（国鉄以西）、去山ぐ尼光固団地）

寺山、大開一部．宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島、222石塚（心華寺通り以西）

3東畏．一里山、桐生谷、開町、石塚（心華寺通り以東）、宮北一部
5小根尾、大開一部、尖山一部、宮東、宮西、宮北

野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町）、琵琶、若森（国鉄以南）、矢落（国鉄以南）、6壱番一部（宇治橋通り以北、宇治警察西側通り以西）

7下居、善法、壱番、妙楽、宇文字、里尻（国鉄以南）、塔川
8蓮華ヽ乙方ヽ東内ヽ又振ヽ山田ヽ紅斎ヽ白川ヽ金井戸ヽ山本ヽ荒棋ヽ田中ヽ大垣内ヽ妙Ｍ．志津川

9森本（国鉄以東）ヽ段ノ上ヽ藪里．東西隼上りヽ東中ヽ西中ヽ河原ヽ門前ヽ只川ヽ中筋ヽ池山、谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

20田原、井ノ尻、旦椋、平盛、南ノロ

し尿の特別収集は12月23日から行います。くわしいことは市政だより12月21日号でお知らせします。収集もれの場合は、必ずマンホール（収集ロ）側から確認の上、翌日（日・祝日は次の日）に城南衛生管理組合（豊075－631－5171）へご連絡ください。城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・根島町・宇治・羽拍子町地域

121中山Ｇ斤鉄以西）毛語、若林
222羽拍子町
3蛇塚．弐番（府道以北）、池森、米阪

北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台．西山（国道以西）、5神楽田（山中含む）

6戸ノ内矢落（国鉄以北）、若森（国詮以北）里尻（国詮以北）小桜
7東目川、西目川、南落合（0～3の通りまで）
8ｍ落合（4の通り以降～13の通ｌｏｔで）
9南浦（100～110、84～98、30～33）、大京団地、山際一部
10雨浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

山際．半白、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫、12郡、石橋（大川原線以東）

13老ノ木、久保、西山（国道以東）ｍ池

東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）、14十一（大川原披以東国道以東ｌ十六ｆｆｆｉ

15寺内、丙浦
16南堀池（本通り以北）、南堀池（本通り以南）
17ｍｍ池（大和、田中）、ｍｍ

南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、19中ノ田、名木、浮面．安田町全域

中山（近鉄以東）、大谷、西畑、中畑、春日森、一ノ坪、島前、20大町、大川原．中川原（大川原線以西）．石橋（大川原線以西）
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17出●結婚相談（川来集会所13時～15時）

18⑥

19（月）
●心配ごと相談（総合福祉会館13時～15時）

　幼児相談（保健医療センター13時半～14時半）

20幻

21（＊）
精神薄弱者相談（総合福祉会館13時～16時）

消費生活相談（商工観光課10時～15時）

22困●法律相談（総合福祉会館13時半～15時半）

23圖 移動市民相談（南陵集会所13時半～16時）

24（±）

社会福祉協議会の相談（●印）

　1人で悩まず、お気軽にご相談

ください。総合福祉会館（市役所

から南へ200に）で相談を受けてい

ます．。（社会福祉協議会＝総合福

祉会館内豊R5650）

●心配ごと相談（民生児童委貝）

　よろず相談全般。毎週月曜日、

　総合福祉会館で。

●法律相談（弁護士）法律問題仝

　般。総合福祉会館で。定員10人。

●結婚相談（専任相談貝）

　登録・紹介。

●高齢者無料職業相談（京都府社

　協・相談所員）

　高齢者の求人・求職など。

●年金相談（社会保険労務士）

　キ金全般。

－

ー

－

－

－

－

－

－

25⑥

26（月）

27勾

28t＊）
ー

ー

ー

－

青少年問題の悩みなど

お気軽にご相談を。
－

－

－

－

29困
卜宇治こころの電話≒

0774－24－0800≒30（i
日曜・祝日除く毎日午前9
時～午後6時に受け付け。

　（電話番号はお間違いのな

いように／）

31（i3
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